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支部長 安 田 暉

多摩支部校友の皆さま、

明けましておめでとうござ

います。昨年 10月 19日 、

多摩支部主催で母校の誇る先

端研究 ,社 会連携の拠点=中  野

キャ ン パスツアーに参加 しました。ここには、

国際日本学部、総合数理学部と大学院研究科に

所属する2159人 の学生が通つていて、母校

全体の学生男女構成比が7対 3に 比べ、中野キャ

ンパスは女子学生比率が 5割 を超える由。図書

館、教室などの教育環境は快適 。豪率 ・素晴ら

しいの言葉につきました。

我が多摩支部にも 「女子会」対応役員が誕生

いたしました。よろしくお願いいたします。半

世紀以上前、階段教室での昼下がり、田部真之

介先生の 「新聞雑学」の講義でいつモ)最前列右

の席に女子学生がたった一人受講していたのを

想います。

ところで、昭和 32年 入学の私達が、コンパ

の時、良く耳にした明治大学の里謡がありまし

た。
「白雲なびく 駿 河台に 今 日通 う明大仕

そぼふる雨に傘ささず 質 実剛健 ち ょいと肩

張る。」

なんともほろ持く男のダンディズム漂 うこのウ

タを腕組 し、目をつぶつてつぶや くように歌っ

ていた先輩がいました。

σ 里 型堕=0
幹事長 西 山 強

。皆様、新年明けましておめ

でとうございます。

新年を清々しい気持ちでお
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ン 縄号rを
で組織委員会の懸命なる努力と当該地域支部の母

校愛が結実 し、地域文部倍増の 20地 域支部へと

大きく成長してきました。

以前も申し上げましたが組織は、誕生後成長 して

やがて安定、成熟期へと発展 していきます。多摩

文部全地域の組織化まで今 本歩 (木組織 :稲城市、

瑞穂町のみ)の ところまで来た 10年 間を成長期

とすれば、これから10年 は安定期への移行期と

【)考えられます。こう考えると今年は多摩支部の

新時代、幕開けに位置する年と言えます。

多摩支部の更なる飛躍に
・全地域の組織化
・組織等の品質 (質)の 向上と情報のスピー

ドアップ ｀

■女子部創設、

を実施 し、全国支部の リーダー としての存在感を

示そ うではありませんか。これ らを実施する為に

「多摩支部運営方針Jを 役員会で検討 し、課題毎

に委員会を作り課題解決に努力して頂いています。

必ずや成功 して行くと確信 してお ります。地域支

部交流の輸を広げ、 「個」を活か し 「和」を保つ

組織作りで、 「前へ !」進めて行きましょう。
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